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SmartXide DOT の臨床効果と今後の展望
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　2007 年より市場に投入された数多くのフラクショ
ナル CO2 リサーフェシングレーザー は、当初はダウ
ンタイムと色素沈着が問題視されたものの、機器のス
キャナ機能の改良や パラメータの研究など 7 年の歳
月を経て、アジアンスキンの市場においても安全にリ
サーフェシング施術ができるようになったと認知がさ
れた。
　2010 年 4 月に米国アリゾナ州フェニックスで開催
された米国レーザー医学会 (ASLMS) でニューヨーク
州の Dr. Bruce Katz が発表した演題は、SmartXide 

DOT 皮膚の収縮の強さを利用した新しい上眼瞼拳上術
の発表であり、この施術は通称 「マドンナリフト®」と
して米国美容市場で広い認知を得た。一概に CO2 フラ
クショナルレーザー機器といえども、皮膚の収縮のた
めのパラメータは、フルレンス、パワー、照射密度、
パルス幅とさまざまであるが、本セミナーでは収縮の
ためのレーザーパラメーターを、パルス波形を変換で
きるスマートサイド・スクエアを使用し工学モデルを
用いて解析し結果を得たため、これも含めて報告する。

　DEKA 社製 SmartXide DOT は 2 段階ピークパルス
波形（スマートパルス）を有し、Power、Dowel time（パ
ルス幅）、Dot pitch（照射点間距離）、Stack mode（同
一点連射モード）の 4 つのパラメーターの組み合わせ
を自由に変更できることが特徴である。それにより各
種疾患に広く対応できオーダーメイドの治療が可能で
ある。このスマートパルスは皮膚に対する収縮率が高
く、それを利用した「まぶたのたるみ治療」、「眼瞼周
囲の若返り治療」としてマドンナリフト ® が報告され
ており、その効果と長期経過についても報告する。　

　また、陳旧性瘢痕としてニキビなどの陥凹性瘢痕、
リストカットなどの線状瘢痕に対しての治療プロト
コールおよび経過について述べる。さらに新しい治療
として、この皮膚収縮率の大きさを利用した睫毛内反
症治療にも応用可能と考えられ、今後も新しい分野で
の応用が期待される。
　フラクショナル用のスキャナーに加えてサージカル
モードハンドピースを備えているため、汎用性が高い
レーザーであり、是非備えておきたいレーザー装置の
一つである。 
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